
令 和 ６ 年 秋 季 火 災 予 防 運 動 実 施 要 綱  
伊都消防組合消防本部 

 
１．目 的 

この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって､
火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的とする。 

２．防火標語 
「守りたい 未来があるから 火の用心」（令和６年度全国統一防火標語） 
「火の用心 明日を守る 合言葉」（令和６年度伊都消防組合防火標語最優秀賞作品） 

３．実施期間 
令和６年１１月９日(土)から令和６年１１月１５日(金)までの７日間 

４．重点目標 
⑴ 住宅防火対策の推進 

① 住宅防火訪問の実施（高田・笠田西部・笠田中・真和・佐野地区） 
② 住宅用火災警報器等の設置の徹底、適正な維持管理の周知及び経年劣化した住宅用火災警報器の

交換の推進 
③ 住宅用火災警報器の取り付け支援 
④ 住宅用火災警報器及び住宅用消火器等の不適正販売等に係る予防策の周知 
⑤ 老朽化消火器の適切な回収の推進 
⑥ 安全装置付きの火気使用器具及び消火器具の普及 
⑦ 電気火災の危険性に係る普及 
⑧ たばこ火災に係る注意喚起 
⑨ 地震火災の予防対策の普及 
⑩ 感震ブレーカーの普及 
 

⑵ 乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進 
消防車両による防火広報の実施 

⑶ 木造住宅等が密集する地域に対する防火指導の推進（強風下における非常警防計画地域） 
消防車両による防火広報の実施 

⑷ 地域における防火安全対策の充実 
① 幼年消防クラブ員（６クラブ）による防火推進活動の実施（防火イベント等に参加） 
② 婦人防火クラブ・幼年消防クラブ等の育成強化 
③ 管轄地域内で開催される各種イベントにおける防火啓発活動の実施 

⑸ 放火火災防止対策の推進 
① ガソリンの容器詰替え販売における本人確認等の徹底 
② 効果的な放火火災被害の軽減対策の推進 

⑹ 特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 
① 防火対象物の用途に応じた防火安全対策の徹底 

ア 物品販売店舗等不特定多数の者が出入りする防火対象物の査察及び消防訓練の実施 
 イ 飲食店における防火安全対策の徹底 
 ウ ホテル・旅館等における防火安全対策の徹底 
 エ 病院、有床診療所及び社会福祉施設等の自力避難が困難な災害時要援護者が多数入所している施



設の査察及び消防訓練の実施 
 オ 外国人来訪者や障害者等が利用する施設における災害情報の伝達及び避難誘導に係る取組の指導 
② 防火管理体制と適切な維持管理の推進 

ア 防火管理体制の充実指導 
イ 避難施設等の維持管理の徹底 

③ 消防用設備等の維持管理の徹底 

⑺ 製品火災の発生防止に向けた取組の推進 
① 充電式電池に関する注意喚起 
② 製品の適切な使用・維持管理及び製品火災に関する注意情報の周知徹底 

⑻ 多数の者が集合する催し等に対する火災予防指導等の徹底 
① 催しを主催する者に対する指導 
② ガソリン等の貯蔵・取扱いに対する指導 
③ 火気器具を使用する屋台等への指導 
④ 照明器具の取扱いに係る指導 

⑼ 危険物運搬車両等の立入検査の実施 
移動タンク貯蔵所、危険物運搬車両及び高圧ガス運搬車両等による災害の防止の徹底 

⑽ 防火啓発及び広報 
① 懸垂幕を掲示（２枚） 
「秋季全国火災予防運動実施中」 
「守りたい 未来があるから 火の用心」（令和６年度全国統一防火標語） 

② のぼりを掲示（２種類） 
「火災予防運動実施中」 
「住宅用火災警報器設置の義務化」 

③ 消防車両等による広報 
火災予防啓発広報並びに住宅用火災警報器、住宅用消火器等の不適正販売等に対する注意喚起に

関する広報の実施 
④ 防火ポスター及び防火標語 

構成市町の各小学校から募集した防火ポスター（小学校４年生対象）及び防火標語（小学校５年
生対象）入賞作品の展示及び表彰等 
ア 「九度山ふるさとセンター」ホールに展示（令和６年11月９日(土)から11月14日(木)まで） 
イ 橋本市高野口町地域各小学校の防火ポスターの入賞作品については、伊都地方総合文化祭にて橋

本市教育文化会館４階第７展示室に展示（令和６年11月16日(土)から11月17日(日)まで）（橋本市
消防本部） 

ウ 入賞者に賞状及び副賞を授与し、入賞作品を利用した防火啓発用カレンダーの作成及び配布 
⑤ 構成市町の広報誌（１１月号）による防火啓発 
⑥ 大型店舗の店内放送等による防火広報の実施 
⑦ 管内事業所等に防火啓発用ポスターを配布 
⑧ かつらぎ町防災行政無線（防災ラジオ等）及び九度山町防災行政無線による防火広報の実施 
⑨ 伊都消防組合屋外表示盤による防火啓発の実施 
⑩ 伊都消防組合ホームページによる防火啓発の実施 
⑪ 聴覚障害者等を対象としたメール１１９､ＮＥＴ１１９及びＦＡＸ１１９の通報訓練の実施 
⑫ 和歌山放送ラジオ「こちら１１９番」を利用した防火啓発 


